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 立冬を迎え、グラウンドを西から通り抜ける風の冷たさにも、少しずつ冬に近づいていることを感じられる
ようになってきました。そのような時にも歓声をあげて遊ぶ子どもたちの姿にほっこりとさせられている今日
この頃です。 
本日，大江町立本郷東小学校創立 150周年記念式典を挙行するにあたり、大江町町長の松田清隆様を

はじめ、ご来賓の皆様より、多数、ご臨席を賜りましたことに、心から感謝を申し上げます。 
さて、児童のみなさん。昨日、11月８日は本郷東小学校の創立記念日で、創立 150周年を迎えました。人

間でいうと 150 歳になりました。 本校は、明治・大正・昭和・平成・令和と五代にわたり、長い歴史と伝統を
受け継いできた学校です。その歴史を少しふり返ってみましょう。 
明治７年に、「北山学校」として、現在の諏訪原にある清水昇さんのお宅を借りて学校が始まりました。（教

員１名、男子25名、女子３名） 明治 17年には、その北山学校と葛沢学校が統合され、「本郷学校」として現
在の場所に校舎が建ちました。 
 150 年の歴史の中でも、特に大きな出来事として、昭和 23 年に火災で校舎が全部焼けてしまったことが
あります。突然校舎がなくなり途方にくれる中、近くのお寺など何カ所にも分かれて授業をしたそうです。た
だでさえ終戦後の日本全体が貧しかった時代に、「食べるものを節約しても、学校を建てる」という村人の決
意で、大人だけでなく子どもも、薪やいなご採りなどでお金を貯めたそうです。そして、子どもたちは、村長さ
んに「学校を建てるのに使ってください」と現在でいえば約 50万円もの大金を手渡したそうです。 
わずか一年後の昭和 24年、新しい木造二階建て校舎が完成しました。 
多くの方々の想いが込められた待望の校舎で、みなさんの先輩方は一生懸命に勉強をしました。今のみ

なさんにも受け継がれている、地域の先生と学ぶ体験活動、水泳や全校マラソンなどの体力づくりによる輝
かしい記録がたくさん残っています。 
さて、その木造校舎も、役目を果たし、平成4年に建て変えられたのが、現在みなさんが使っている、鉄筋

三階建て、オープンスペースのこの校舎です。 
また、11 年前には、旧本郷西小学校と統合になりました。それで本郷東小、本郷西小、七軒東小、七軒西

小、七軒南小の五つの学校の学区がひとつになりました。 
明治７年に開校した「北山学校」、火災の後建てられた木造校舎、そして今の校舎、統合前のそれぞれの

小学校の写真は昇降口正面に掲示してあります。  
 次に校章（学校のシンボルマーク）についてお話しします。 
 三枚の葉の中心に「東小」の文字を入れたデザインです。これは何の葉っぱでしょう。そうです。青苧です
ね。江戸時代、月布川が流れる本郷地区ではたくさんの青苧が栽培され、丈夫な糸になり、高級な織物にな
りました。三枚の青苧の葉は、みなさんの頭と心と体（知徳体）を、学校・家庭・地域みんなが力を合わせて育
てようとする意味がこめられています。 
吉村美栄子山形県知事の書 「感謝」 について 
こちらは、その青苧を漉いて作った紙に、山形県知事吉村美栄子さんに書いていただいた書です。書の周

りも青苧の布です。「感謝」というのは「ありがとうの心」です。吉村知事は大江町の沢口の生まれです。七軒
西小学校地区で学んだ、大江町出身の知事です。 
 今日は、150 回目を迎えた 11 月８日の創立記念日にちなんで、本校の歴史、校章の由来、そして吉村知
事の「感謝」の書についてお話ししました。 
このように、現在の本郷東小学校は、150 年という長い歴史の積み重ねと多くの人たちとの繋がりの上に

あります。私たちは、今、こうして恵まれた環境の中で学習や生活ができることに感謝して、これからも、仲良
く、元気な本郷東小学校をみんなで創っていきましょう。そして未来に続く本郷東小学校にしていきましょう。 
最後に、これまで多くの地域の方々に支えられて今に至っていることを決して忘れず、子どもたちにすくす

くと育ってほしいと願う保護者の方々の熱い思いをしっかりと受け止め、そして何より子どもたち自身が楽し
く学びたくなる安心・安全で温かい本郷東小学校であり続けられるよう、教職員一同努力を重ねてまいりま
すことをお誓い申し上げ、式辞といたします。 
 

令和６年１１月９日                大江町立本郷東小学校 校長 矢作 誠 
 
 



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

1２ 月 の 予 定 
 

２日（月）１年英語活動 職員会議   １０日（火）あいさつの日（PTA学年部） 

通学班長会 安全点検          委員会活動⑬ 

３日（火）キラリの会 クラブ⑧（最終）  １１日（水）個人面談②（希望制） 

４日（水）個人面談①（希望制）    １２日（木）個人面談③（希望制） 

５日（木）標準学力調査        １３日（金）なかよし集会⑥ 代表委員会⑤ 

６日（金）大江中オリエンテーション（６年生参加） ２０日（金）２学期終業式 

標準学力調査        ２１日（土）年末年始休業（１/６まで） 

７日（土）だがしや楽校        ３０日（月）学校閉庁（１/３まで） 

９日（月）心を育む給食週間（～13日） 

 1１月８日（金）にキャリアトークがあり

ました。総合的な学習や生活科の学習でお世

話になっている地域の方々から、仕事に関す

る思いなどを話して頂き、職業や勤労に対す

る理解を深めることをねらいとして、毎年行

っているものです。 

 今年も村上弘子さんをはじめ、菊地大道さ

ん、菊地一郎さん、鈴木伸治さん、佐々木隆

馬さん、キラリの会の皆さんから貴重なお話

をお聞きしました。 

 

 11 月２日（土）に６年生の学年行事があ

り、恒例となった卒業証書の紙漉きを行いま

した。 

紙漉きの原料液の中には青苧の繊維が混

ぜ込まれており、揺らし方や力の加減によっ

て紙の厚さが変わってしまうため、緻密さと

丁寧さが必要な作業です。 

卒業式で自分たちが頂く証書になること

もあり、講師の三浦一之さんから手ほどきを

受けながら、みんな真剣な表情で慎重に作業

に取り組んでいました。 

学校生活の様子 

青苧の卒業証書作り 

生のオペレッタに感激！  11 月２０日（水）、県教職員互助会公

益事業の一環として、創立 150周年記念

スクールコンサートが本校の体育館で行

われました。 

 山形県出身の声楽家とピアニストで構

成されたスペシャルユニット「フェアリ

イ・テイル」によるオペレッタ「幸福の王

子」をはじめ、トルコ行進曲など様々な音

楽を楽しみました。迫力のあるプロの生演

奏にぐっと引き込まれた子ども達でした。 

地域の先生のキャリアトーク  


